

















































山御林からの真木輸送を目的に上流部が開削されたとの伝承があり、近世前期から房総内陸部の山間村落と江戸内湾とを結ぶ要路であったことが推測される。この水運をめぐっては、内田氏が指摘している通り、貞享三（一六八六）年に、外郷に属する筒森村などが川船で荷物を河口まで直送したことを契機に、中流域 本郷村との争論が起きた。本郷村は輸送途中での荷物の継替えが不可欠 あることを主張したが、翌年の幕府裁許によって、筒森村などの上流村々が川船で荷物を直送することが認められた。こうして岩槻藩領に属する養老川上流村々の川船が養老川水運 一端を担う体制が確立したのである。　
続けて奥山真木買留運上についてもふれておきたい。運































手代が養老川水運に る村々を廻村し、川船 新 な運







明和２年 7 月 1（ 日 内海平十郎の廻状：養老川通船調査の幕府役人が廻村する旨を通達 1（-11




明和３年 10 月 1（ 日 永島家が太七を「養老川十分一之義」につき高根村に派遣 1（-9
明和３年 10 月 18 日 小田代村にて 1000 石 11 ヵ村会合、養老川諸色十分一用捨願いのた
めの会合
1（-9




明和３年 10 月 （（ 日 小田代村で筒森郷・朝生原郷・月出・板谷・伊保田が会合、養老川
十分一免除相談、江戸への出願連状作成
1（-9









明和８年１月 （（ 日 川舟吟味につき遠藤兵右衛門から江戸役所への出頭命令 （9-（7
明和８年２月 （（ 日 養老川惣代・高滝川惣代が江戸の遠藤役所へ川舟吟味 内田論文
明和８年２月 （（ 日 永島通啓が養老川通船吟味で江戸へ証文持参 1（-（（
明和８年３月２日 村側が分一運上から一艘宛の定額運上への変更を要求（80 文→ （（0
文で決着）→明和９年２月運上金請負証文で確定
内田論文
明和８年３月 舟持共から遠藤に書付：上川は （（0 文、下川は （00 文を上納と返答 （9-（7
明和９年１月 （1 日 船持から請証文を遠藤に提出：本郷村より上流は１艘につき （（0 文、







安永２年 11 月９日 代官飯塚伊兵衛廻状：養老川通船改帳未提出につき督促→飯給・戸
面・折津・筒森村名主船主宛
（9-（7
安永２年 11 月 （（ 日 代官飯塚の川船役金受取状発給：1（艘分で船運上３両２分（１艘金１分）（9-（7


















安永９年４月 （1 日 養老川十分一のことで船持寄合が会所で開催 紙19（日記）











上金を賦課する前提として、川船運送が可能となる根拠を問い質した。これを受けて岩槻藩領では、石神・朝生原・黒川・戸面・葛藤・小田代・大田代・筒森村 手代宛の口書を作成し、 「川舟仕立候得者御領主御地頭江川舟仕立候段申上、舟役永年々相納通舟」し、 「舟役永」 割付状にも記載されている つまり「御領主御地頭之 聞済ニ而通舟」していると主張した。同内容の口書が久留里藩領でも作成されたようであり、養老川上流域だけではなく中・下流域の村々でも運 金賦課が検討されており、またこうした幕府の運上金賦課に反対す 動きが存在したことが読み取れる。　
翌年には普請方役人と代官手代が廻村し、養老川下流域


























配時代から現在に至るまで、領主に一艘あたり永三七五文（金一分二朱）を上納したこと、②養老川上流部が岩川で通船が困難であり、特 四ヵ所の水門の維持費用が余計にかかること、③運上金賦課は川船持商人や山方（＝村々の百姓）の難儀となること を理由に運上金上納 同意できないと主張したことがわかる。②の点は水量が少なく、十分な輸送力が保持でき い上流部 有の主張といえよう。　
翌年にも代官布施弥一郎による川船吟味が行われるが、
このときも岩槻藩領村々は運上金の 納には応じなかった。しかし明和八年に遠藤兵右衛門 江戸役所 呼び出さ




















































































他にも①明和八年分から川船運上金を上納すること、この分は明和九年二月二〇日までに上納すること、②以後、川船運上金は毎年一一月晦日限に上納すること、③運上金の上納に対応して幕府から川船に対して鑑札が下付されること、④ 数の増減に応じて毎 一〇月中に船数帳 作成して代官役所 提出すること、が明記された。　
こうして岩槻藩領村々の川船所持者は、幕府と岩槻藩の















































































































































川船所持者名 明和７ 明和８ 安永１ 安永２ 安永３ 安永４ 安永５ 安永６ 安永８
山路会所 6 6.5
（1 免除）














戸面村茂兵衛 2 2 2 2 2 2 3 2
戸面村長十郎 1 1 1 1 2
（1 半役）
1 1 1.5
戸面村仙右衛門 1 1 1 1 1




小田代村太郎左衛門 1 1 1 1 1
小田代村庄蔵 1 1 1
戸面村七郎兵衛 1 1 2 2







































典拠：明和 8 年「御用向覚帳」永島家文書 （9-（7 より作成










































































































































































支払われたため、林守の両家は、川船所持者が負担する船役永と藩から下付された川船賃とを相殺する役割を担った。船数の掌握は船持仲間に任せつつも、岩槻藩への船役永上納は、あくまで林守が管轄したのである。これは林守が西畑郷・外郷における運上金徴収を一括して管轄したことによるもので 川船賃の は船役永や鮎網役などの上納と一緒に相殺される関係にあった。こうした運上金の差引といった藩領支配の問題では、船持仲間といえども林守の差配を受ける必要があったが、養老川水運を担う川船の掌握は、船持仲間がこれを独占したの ある。２．養老川水運における荷物輸送　
こうした船持仲間が運送した荷物は、二‐２で指摘した

































※七郎兵衛　安永５年２月５日に１月 （（ 日積出分「新竈炭 （（0 俵分川舟賃」１両を受取
典拠：明和八年「御用向覚帳」（永島 （9-（7）より作成




























































の川船運送の実態を、幕府による十分一運上賦課の経過を追いながら検討してきた。その結果 まとめれば次のようになろう。一八世紀後半、岩槻藩領で生産された林産物や年貢米などの輸送は、藩領内の川船と筏によって独占的に行われた。西畑郷・外郷村々から津出されたそれらは、戸面河岸で川船に積み込まれ 養老川河口の青柳村や五井村に存在した運送宿まで輸送されたのである。こうした寡占状況の下では、村々や藩が自由に時期を決めて物資を輸送することは容易ではなく、船持仲間と 協議が必要であった。この間 運輸機構は、川船所持者が構成する船持仲間のヘゲモニーの下にあり、それは実質的に 奥山真木買留運上請負人によって掌握された。請負人 管理した会所





五～六艘を中核にした船持仲間が幕府への運上金上納も担い、 また水路の維持費用や運上金の徴収も行ったのである。資本力のある江戸商人が請負人であった時期、こうした請負人は岩槻藩の山間地域における林産物の生産・集荷・輸送に大きな影響を及ぼす 資本として、当該地域に定立したのである。 また請負人は江戸に本拠をおい ことから、年貢真木の江戸内で 輸送にも関与し、さらに本稿ではふれられなかったが、西畑郷・外郷村々の年貢代納（為替納）も担った。　
もちろんこうした請負人は藩に運上金を上納することで







どと相殺する役割を担っ が、船持仲間 よる船数の掌握を前提としており、買留真木の輸送には関与せず、ま 年貢真木の輸送にあたって藩邸への送状を作成しない ど、川船輸送の内実や全体に 関与できなかった。さら 青柳





はできなかったのであろう。養老川水運を利用した岩槻藩領の御用品輸送は、領内の船持仲間と青柳村・五井村の運送宿の双方 機能に依拠して存立していた である。林守と藩邸は、 送状や受取状を相互に りとりすることで、数量を確認し、こうした物流を監視 た 過ぎない である。
－  （（  －
史苑（第七三巻第二号）
註（１） 筑紫敏夫 「江戸湾沿岸の湊と流通の構造」 （ 『論集きんせい』
二〇、 一九九八年） 、 『袖ヶ浦市史』通史編２近世（袖ヶ浦市、二〇〇一年）第四章第二節などが、小櫃川流域の流通を検討したのは貴重な成果である。
（２）内田龍哉「明和・安永期における水運政策の一考察」 （ 『千




立」 （ 『歴史学研究 八九三 二〇一二 。
（５）田尾村弥右衛門は、旗本伊丹家知行所である市原郡内田





（９）安永七年「日記」 、安永九年「日記」 （ともに 千葉県史
料研究財団架蔵大多喜町筒森永島四郎家文書写真版） 。
（
10）安永九年「会合之上相定申一札之事」 （永島一 ―二四） 。
（






















































の構造」 （ 『歴史科学と教育』二八・二九、 二〇一二年） 。
（
（9）原直史『日本近世の地域と流通』 （山川出版社、一九九六年） 。
（本学文学部教授）
